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水槽 内爆発による地振動(第2報)

一水槽の跳躍について-

中山良男◆,生沼仙三●,田中一三●

地裁政旺型水把を用いて.水中爆発に上る地授動を短こし.次に示す結果を持た｡目地来

投旺型水軌こ上る地担助の距離減殺指数n≒I.1であった｡2)地中放任の水槽と地表放田の

水feとで.地振動波形はごく近くの水平方向振動でも,大きな轟が見られなかった｡3)地裁

放田垂水倍は助鼠運動を行うこと.および映節時間が地振動の長大速度振僻と相関関係がある

ことがわかり.地表股旺型水槽の爆発に上る地振動の場合.水相の底面で地面を折野的にたた

く作用が.地振動を発生させる原田と考えられる｡

1. 線 百

一枚の発破担助については古くから研究が行われて

おり.頼政の速庇般僻の爽扱式も政多く推察されてい

るlJ｡しかし.水槽内爆発による地振軌こついての研

究は少ない2･3J｡範者の一人は.二位堺のモデル水槽を

使用して他校曲の性質を的べた2)｡また焚書らは,こ

の報告の再検肘を行うと射こ,水槽の大きさ及びその

設旺方法の追いによる地授動お粥べることを拭み,前

報 31では地中股既製の水櫓についての実験を行った｡

その結果.爆発による地綬助が水槽の近くでは東面波

として位描するように思われた｡本報ではそれと比較

のため.表面波しか発生しない地衣設旺型の水槽によ

る実故を行ったので.その結果を報告する｡

2.英験鼻件

実敦喝および使用した水縛の大きさ.投庇方法等に
ついては前轍{･脱明した｡胸定軌 記録方法等も全く

同じものを用いたので.ここでは脱明を省略する｡

3.央験括央及び考蕪

3.1地中放電と地表位置の盛典

まず.地中放匠型と地袋放旺型{.得られた波形の比

較を行った｡Fig.1に故旺法の弗なる小水槽内の爆発

による水平方向の振曲授栂波形の例を示す｡この場合

は0号昭文tF管を使用し.また脚定距離はL-1m{･

ある｡回のピークの時間的な位旺及び大きさは,両者

で多少爽なるが.波形の変化の様子はよく似ている｡

同様に.Fig.2に大水槽の場合の放任法の違いに.tる

波形を示した｡なお.壌軌土6号電気tli甘.曲定距鮭

はエ=2mである｡回から,この場合も波形の変化の

梯子は互いによく似ている｡

地中故位と地衷汲牡の水相の比較では,常払的にみ

て水平方向への振動源として,前者では爆発折撃波の

透過成分が考えられるのに.後者はそれに相当するも

のは存在しない｡したがって.爆発術世故の直接の効
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mentisho血 ntal柴が地挺肋に現れるとすれば,

水平動に収もよく盛が出ると思われる｡しかし.Fig.1.

Fig.2はほとんど同じ強さの擬助を与えている｡3.2 地衣放置型(onlrOun

d)水槽内爆発による他省勤の正触 SEについて次に,地裁放既製の水竹内爆発における地

振動の定離頼宋lこついて検討した｡使用した大.小水椅および実故方法は.地中放旺型の場合

とまったく同じである｡Fig.3.Fig.4に最大挺晴を換井距腔に対して両対

故グラフ上にプpットした抵柴を示す｡同国中には,

地中放任型の括柴も参考のために示した｡地表型と地

中型の担栂を比べると.地表型のほうがやや小さめであ

る｡この括巣は.Fig.1.Fig.2において

はっきりと児められる｡たとえは.BE徒L-1m
(Fig.I)においては.地変型の撮軌1地中型の

それの80-90%軽度ICある｡水槽段圧法の追い

は.水槽の側壁から地盤中に振動を伝えるかどうかとい

うところに現れているので,地衷型のほうがやや小さめなのは水槽の伺鑑から
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映罷時間dtと痕大遜庇擬餌の関係を調べた｡その
結

果をFig.
8に示す｡
国は0号町甘一本の場合{･あるが.
爆心が深くなるほど時間dLは長くなり,また
最大速

庇握軌土大きくなっている｡
以上の2唖塀の.!ラJ一夕を変化させた時の実験結

果から
.
映鼠運動と地振動には相関関係があることが

暗躍ICきる｡
すなわち
,
水槽内爆先により開放された

エネルギは.一
方では水槽を上昇させ
.
また同時に地

盤を板取させていると推察できる｡こ
う考えると
,
也

授肋を抑えるためには
.
水槽の助節運動を小さくする

ことが並礎であるとも考えられる｡
したがって,
この

運動について
,
水槽内での批体遊動の観察や地盤の力

学的性甥の野中について検討 する必要があるだろう
｡

3
.5
地中位置型水fl の地般Jbとの比較

今回の結果から
.
前報で述べた地中放C2塾(tJJlder.
grouldtype)水緒の地振助について考察しよう｡この

場合
.
水槽が土中に埋放されているので
.
地喪に旺い

た場合のような肋取運肋は起きない｡
しかし
.
噸源の

状瀞が同じで あれは'
,
地中汲匿塾水紗こも地袋塾の場

合と同じ力が働くはずである
｡
前報lこおいて地中放任

及び地袋改旺した水槽の地振動の相互比牧を行い
.
両

者の軽助液形や定座による減殺に大きな相速はな いこ

とを報告した
｡
すなわち
,
地表放匠型水桔の地担砂波

形は
,
地中放既製 のそれと良く似ており

,
叔大連庇接

触王はば同程度になっている｡つ
まり
.
地中型水槽の

爆発により発生する地振動の蛙矧土
.
地袋軍のそれに

似ている｡
I
.
たがって.
地衷政紅型水槽の場合から釈
推すると
,
地中 放匿型水槽内爆発による地振動の場合

ち
.
水槽の底面で地面を析世的にたたく作用が
.
地授

動を発生させる原田と考えられる
｡
今投の乗故では
.
眺隠避助の先生理由を理解するた

めに
,
飢醍蒔きと土質との関係をおJ:び水椅内の乾体

の選曲を含めた水槽全体の肋さを検肘する必賓があろ

う
｡

4.
括輪

地袋故政塾水槽を用いて
.
水中爆発による地振曲を

起こし
.
次に示す括 柴を柑た
｡
目地表放旺型水相による地振肋の距離減殺指数

乃≒1.
1であった｡
2)地中汲政の水槽と地表改匠の水feとで
.
地振

動波形はごく近くの水平方向授動でも
,
大きな

垂が見られなかった｡

3)地表設旺塾水軌1助節運動を行うこと.
およ

び鉄 原時間が地振肋の叔大逆庇授肺と相関関係

があることがわかり
.
地袋及位型水fFの爆発に

よる地振 動の場合
,
水槽の 底面で地面を帝学的

に



Seisrnicvibrationbytheexp一osioninwatervessel(Ⅱ)

WatervessersjurTIPlngPhenomena

byYoshioNAKAYAMA書,Sen100NUMA書,andKaBumi TANAKA'

Theseismicvll)radonsbytheexplosionintheon,groundtypewatervessekwere
measured.neresdtsobtaizIedwereasEouows.

(l) Measurementsontheattenuationofvlbrationbythedistanceweremadeandtheex-

ponentialattentd otlindexwasfoundedtobe1.1.

(2)Themagnitudesofonl汀Otmdtypev鰯 el'syibradonwerealmostequaltothoseof

underqoumdtype(evenatshortdistaJICefromthesotlrCeOEexplosion).

(3)Thejumpingofwaterv鰍 lwasobservedinexperimentsofon-Poundtype.Itin-
dicatedthatthesameforcetoe)evatetheyessdwouldbeeffectivetotheseismicyibration

eyenintheqseofunderTgrOundtypevessel.

(暮NationalChemicalhboratoryforlmdustry,Higashi1-1,Tsukubaihi,

rbaraki一七en,Japan)
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